
文
科
省
は
、
２
月

日
に
高
等
学
校
の
改
訂
学
習
指
導
要
領
案
（
以
下
「
案
」
）
を
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公
表
し
ま
し
た
。
ね
ら
い
は
、
一
部
グ
ロ
ー
バ
ル
大
企
業
の
た
め
の
「
人
材
」
づ
く

り
と
、
人
々
を
「
戦
争
す
る
国
」
に
つ
な
ぎ
止
め
る
た
め
の
道
徳
教
育
に
あ
り
ま
す
。

■
「
育
成
す
べ
き
資
質
・
能
力
」
・
教
育
方
法
・
評
価
の
あ
り
方

を
国
が
定
め
る

「
案
」
で
は
教
育
内
容
だ
け
で
な
く
、
必
要
な
資
質
能
力
、
教
育
方
法
（
「
ど
の

よ
う
に
学
ぶ
か
」
つ
ま
り
「
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
」
＝
ア
ク
テ
ィ
ヴ
ラ
ー

ニ
ン
グ
）
、
評
価
の
あ
り
方
（
「
何
が
身
に
つ
い
た
か
」
）
ま
で
、
国
が
設
定
し
ま
す
。

そ
の
徹
底
の
た
め
の
「
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
」
で
す
。
さ
ら
に
、
「
教

育
課
程
の
編
成
に
つ
い
て
の
基
本
的
な
方
針
が
家
庭
や
地
域
と
も
共
有
さ
れ
る
よ
う

努
め
る
」
と
し
、
学
校
教
育
を
使
い
、
家
庭
・
地
域
も
国
家
に
よ
っ
て
支
配
す
る
意

図
が
見
え
ま
す
。
言
う
ま
で
も
な
く
、
教
育
課
程
の
編
成
権
は
各
学
校
に
あ
り
ま
す
。

そ
の
大
原
則
を
踏
み
越
え
よ
う
と
す
る
姿
勢
は
断
じ
て
許
せ
ま
せ
ん
。

■
ね
ら
い
は
「
戦
争
す
る
国
」
づ
く
り
、
「
愛
国
心
」
教
育
・
道

徳
教
育
の
推
進

「
案
」
の
総
則
で
は
道
徳
教
育
に
関
し
て
詳
述
。
さ
ら
に
「
道
徳
教
育
に
関
す
る

配
慮
事
項
」
を
新
設
し
「
校
長
の
方
針
の
下
に
、
『
道
徳
教
育
推
進
教
師
』
を
中
心

に
、
全
教
師
が
協
力
し
て
道
徳
教
育
を
展
開
」
、
ま
た
「
道
徳
教
育
の
充
実
の
た
め

に
、
家
庭
や
地
域
社
会
と
の
共
通
理
解
を
深
め
る
」
と
記
述
し
て
い
ま
す
。
文
字
通

り
、
学
校
ぐ
る
み
、
家
庭
・
地
域
ぐ
る
み
で
、
「
戦
争
す
る
国
」
づ
く
り
へ
向
か
わ

せ
る
ね
ら
い
で
す
。
「
公
共
」
（
新
設
の
必
履
修
科
目
）
・
「
倫
理
」
・
「
特
別
活
動
」
を

「
人
間
と
し
て
の
あ
り
方
生
き
方
に
関
す
る
中
核
的
な
場
面
」
と
し
ま
す
が
、
そ
れ

以
外
の
教
科
目
標
に
も
、「
我
が
国
の
言
語
文
化
の
担
い
手
と
し
て
の
自
覚
」（
国
語
）
、

「
我
が
国
の
伝
統
と
文
化
」
（
国
語
、
地
歴
）
、
「
我
が
国
の
固
有
の
領
土
」
（
地
歴
、

公
民
）
、
「
我
が
国
の
国
土
・
歴
史
に
対
す
る
愛
情
」
（
地
歴
）
、
「
我
が
国
固
有
の
伝

統
と
文
化
」
（
保
健
体
育
）
、
「
我
が
国
の
一
員
と
し
て
の
自
覚
」
（
外
国
語
）
な
ど
が

繰
り
返
し
登
場
し
ま
す
。
ま
た
、
中
学
校
次
期
指
導
要
領
と
同
じ
く
、
体
育
の
武
道

に
「
銃
剣
道
」
が
追
加
さ
れ
て
い
ま
す
。

■
「
世
界
で
一
番
企
業
が
活
躍
す
る
国
」
へ

外
国
語
（
主
に
英
語
）
の
目
標
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
育
成
で
す
。
現

行
で
は
冒
頭
に
あ
る
「
外
国
語
を
通
じ
て
言
語
や
文
化
に
対
す
る
理
解
を
深
め
」
を

削
除
し
、
「
外
国
語
の
背
景
に
あ
る
文
化
に
対
す
る
理
解
を
深
め
」
を
末
尾
に
加
え

る
の
み
で
す
。
国
語
の
目
標
は
「
国
語
で
的
確
に
理
解
し
、
効
果
的
に
表
現
す
る
資

質
・
能
力
の
育
成
」
と
し
、
文
学
を
軽
視
し
ま
す
。
地
歴
・
公
民
で
は
「
グ
ロ
ー
バ

ル
化
す
る
国
際
社
会
」
を
繰
り
返
し
、
数
学
で
は
「
有
用
性
」
を
強
調
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
各
学
科
に
共
通
す
る
教
科
と
し
て
「
理
数
」
を
新
設
。
「
課
題
を
解
決
す
る

た
め
に
必
要
な
資
質･

能
力
」
の
育
成
の
た
め
で
す
。
こ
れ
ら
は
、
海
外
で
活
躍
す

る
一
部
グ
ロ
ー
バ
ル
企
業
に
役
立
つ
「
人
材
」
を
つ
く
る
た
め
で
あ
り
、
学
ぶ
喜
び

は
無
視
さ
れ
て
い
ま
す
。

■
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
に
意
見
の
集
中
を
！

文
科
省
Ｈ
Ｐ
で
「
高
等
学
校
学
習
指
導
要
領
案
」
と
検
索
す
る
と
、
「
学
校
教
育
法
施
行
規
則

の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
案
及
び
高
等
学
校
学
習
指
導
要
領
案
に
対
す
る
意
見
公
募
手
続
（
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
）
の
実
施
に
つ
い
て
」
が
出
て
き
ま
す
。
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
提
出

は
、
３
月

日(

木)

ま
で
で
す
。
電
子
メ
ー
ル
、
郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
電
子
政
府
の
総
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合
窓
口
の
い
ず
れ
で
も
可
能
で
す
。
現
場
の
意
見
を
集
中
し
ま
し
ょ
う

府
高
教
中
央
委
員
会
で
新
学
習
指
導
要

領
案
の
ミ
ニ
学
習
を
し
ま
す

■
日
時

２
月

日(

土)

午
前
９
時

分
～

24

30

■
場
所

大
阪
府
教
育
会
館
（
た
か
つ
ガ
ー
デ
ン
）
８
階

■
講
師

植
田
健
男
さ
ん
（
名
古
屋
大
学
教
育
学
部
長
）

※
組
合
員
は
中
央
委
員
会
の
傍
聴
が
で
き
ま
す
。
希
望
す
る
場
合
は
分
会

長
を
通
じ
て
事
前
に
登
録
を
お
願
い
し
ま
す
。
な
お
、
ミ
ニ
講
演
は
10

時

分
頃
か
ら
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
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文科省 高校版次期学習指導要領(案)を公表

教育の｢人材づくり｣化を許すな
―抜本的見直しへ！パブコメに現場の意見を集中しよう―
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５
2018年2月20日（火）


